












要約:慢性疾患に罹っている子供とその保護者が、現在どのような不安や悩み、或いは希

望に関するアンケートを山梨県在住の小児慢性特定疾患患児の保護者 741 名を対象として

実施し、42％の回収率を得た。入院、通院状況は疾患によって異なっており、同じ医療制

度下でも経済的負担に差があり、疾患別あるいは入院日数により経済的援助方法をを変え

ていく必要があると考えられた。また、慢性疾患を抱えた保護者の悩みは精神的な問題も

多く、今後行政的な配慮が必要と考えられた。


